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阿久津義玄（よしはる）です。

Ｑ年齢は？

２１歳です。

Ｑ今一番楽しいことは？

飲みにいくことです。

Ｑこの職業を選んだ理由は？

人のためになる仕事がしたかった

からです。

高橋広道です。

Ｑ年齢は？

４７才です。

Ｑ彼女は？

居酒屋で知り合った彼女が

います。

Ｑこの職業を選んだ理由は？

特養の１日体験ボランティアをした時に、

利用者から”ありがとう”と言われ、今まで

のストレスがすーと抜けたような気がした

からです。

吉田恭子です。

Q好きな食べ物は?

パスタ、焼き鳥、枝豆です。

Ｑ休日の過ごし方は？

子供やママ友とおでかけしたり、

子供たちと遊んでいます。

Ｑこの職業を選んだ理由は？

両親の介護を通じて、介護の大切さを感じまし

た。知識があれば良かったと思いました。

さくら苑では毎年９月の敬老の日を祝し、入所ご利用

者様、そしてそのご家族様とさらなる親睦を目指して「敬

老会」を開いています。平成２５年は９月１５日に開催さ

れました。

当日は台風の影響によるあいにくの天気にも関わら

ず、多くのご家族様が来苑され、ご利用者様との楽しい

ひと時を過ごされました。

敬老会はまず入所担当職員によるパフォーマンスか

らスタート。Aユニットは昭和の心あふれるザ・ピーナッ

ツの名曲「恋のバカンス」を、そしてBユニットはビジュア

ル系バンドで今人気のゴールデンボンバー「女々しくて」

をみなさんの前で披露。衣装や飾り、ダンスにこだわっ

た最高の演技で大きな拍手をいただきました。

笑いや拍手で体があたたまった後は、ご利用者様とご

家族様、そして職員も一緒になって２階フロアをぐるりと

回るゲームの時間です。輪投げ、ボールを投げてカゴ

に入れるカゴにポン、ゴムボールによるボーリング、そし

て宝探しのレクリエーションをスタンプラリー形式で楽し

みました。すべてを終えてスタンプを集めると景品が手

渡され、みなさん笑顔で景品の詰まった袋を握りしめて

いました。

敬老会の最後は、ご利用者様とご家族様のだ

んらんでの食事会。この日はさくら苑で人気のお

赤飯でご長寿のお祝いです。さっくさくの天ぷら

に、おだしのきいたふっくらとした茶碗蒸し、季節

を迎えた梨がまるで“紅白”の装いで、目にも楽し

いお膳が彩られました。会話をしながらゆっくりと

食事を楽しまれました。

敬老の日は中国由来の五節句のひとつ重陽

（ちょうよう＝菊の節）に主旨は似ていますが、記

念日としては日本発祥の祝日です。さくら苑では

皆様とのご縁を大切に、これからも“毎日が敬老

の日”となるように心の通ったケアを大切にして

行きたいと思います。

みなさんの記憶にまだ新しいかと思いますが、９月８

日に２０２０年、夏季のオリンピック・パラリンピックが東

京で開催されることが決定しました。高円宮妃久子さま

の冒頭挨拶から始まり、政治家、アスリート、そして招

致”cool Tokyo”アンバサダーの滝川クリステルさんらの

プレゼンテーションは、多くの人々に感動を与えたこと

でしょう。チームとして最高のパフォーマンスを見せてい

ただきました。

これから７年後東京の街は様変わりし、世界中が注目

することでしょう。


